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オリックス銀行株式会社（本社：東京都港区、社長：浦田 晴之、以下「オリックス銀行」）

は、このたび、米国シリコンバレーに拠点を置くベンチャーキャピタル TransLink Capital

（本社：米国カリフォルニア州パロアルト、以下「トランスリンク」）が運営する、デジタ

ルテクノロジー分野に特化した投資ファンドへ出資しましたのでお知らせします。オリッ

クス銀行の出資総額は 10 百万米国ドル（約 11 億円）です。オリックス銀行がファンドへ

出資を行うのは初めてであり、ファンドへの出資を通して国内外の有望なスタートアップ

企業との関係強化を図ります。 

 

トランスリンクは、2006 年に創業し、IT 関連のスタートアップ企業向けに投資を行うベ

ンチャーキャピタルです。米国や中国、台湾、韓国、日本のアジア諸国に拠点を持ち、スタ

ートアップ企業と日本を含むアジアの大手事業会社との業務提携支援にも力を入れていま

す。フィンテック、通信、ヘルスケア、VR、IoT、AI、ドローンなどの幅広い分野に対する

投資と事業開発を一体化した独自の投資手法により、スタートアップ企業の発掘や成長支

援で高い実績を上げています。 

 

オリックス銀行は、トランスリンクのプラットフォームに投資家として参画し、国内外の

有望なスタートアップ企業との連携強化を図ることで、最新技術を取り入れた決済業務の

拡大、ブロックチェーンなどの技術習得や日本での拡大が見込まれるオープン API*を通じ

た外部連携による金融サービスなど、お客さまの利便性向上に繋がる新たなサービスの創

出に挑戦し、フィンテック事業への取り組みを積極的に推進してまいります。 

 

*オープン API（Application Programming Interface）：ソフトウェアの機能やデータなどへ、第三者から

のアクセスを可能にすること。 

 

以 上 

＜本リリースに関するお問い合わせ先＞ 

経営企画部 中島・髙橋 TEL：03-6722-3630 

URL： http://www.orixbank.co.jp/ 

米国シリコンバレーのベンチャーキャピタルファンドへ出資 

～フィンテック事業への取り組みを推進～ 


